
 

 

７月にご協力いただきました学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします。集計結果は、児童・保

護者ともに「よくあてはまる」と「ややあてはまる」を合わせた割合です。今年度これまでの取組を振り返り、今

回の結果を参考にしながら、前期後半及び後期以降の教育活動に生かしてまいります。 

【児童】                   【保護者】 
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･･･児童・保護者に違いが見られる項目 

 

 

アンケート項目のうち、多くの項目で肯定的な回答が見られる結果となっています。児童・保護者ともに

肯定的な回答が得られている項目については、今後も継続できるよう努めてまいります。以下は、児童・保

護者に違いが見られる項目についての考察です。 

 

〇「読書への取組」については、児童・保護者ともに低い数値となっています。今後、学校生活では、定期的

な学級図書の入替、読書コーナーの充実や書籍紹介の工夫、秋の読書週間のイベント等を機に、意欲を高め

ながら校内読書活動の推進に継続して努めていきます。 

〇「人の話をよく聴くこと」については、児童98.1％と保護者77.8％と数値に開きがあります。今年度の本校

グランドデザインのめざす児童の姿の一つに、「よりよい人間関係づくり」があげられています。人の話

を聴くことは人を大切にすることにもつながります。今後も継続して指導に取り組んでまいります。ご家

庭でも、話題の一つとして日頃から話し合いをしていただけると幸いです。 

〇「家庭学習の習慣」については、タブレットを積極的に活用した学習や授業やテストに向け見通しをもっ

た学習等、引き続き活用の仕方の工夫により、意欲を高めながら習慣化を図っていきたいと考えます。 

〇「言葉づかい」については、時と場に応じた言葉づかいができるよう、引き続き指導してまいります。ご

家庭のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

本校ホームページにも結果を掲載しましたのでご覧ください。アンケートへのご協力に感謝申し上げます

とともに、今後も地域や保護者の皆様との連携を大切にし、より一層充実した教育活動の推進に努めてまい

ります。 
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